
 

「特別の教科 道徳」の授業 Ｑ and A  №１ 
    

 

 

 

 

 
 

Q１ 教科書は必ず使用しなければならないので 

しょうか。自作の資料や教材などを活用しな 

がら「特別の教科 道徳」の授業を進めていき 

たいと考えているのですが・・・・・・。 
  

 

A:  教科化となった「特別の教科 道徳」では、教科書以外の

資料（自作教材等）の使用については、授業者単独の判断

で使用することはできません。 
学習指導要領に定められた『指導すべき内容項目』について、年間計画の 

中にしっかりと位置付けられた内容を指導する必要があります。 

教科書を使用した上で、関連した資料を補助的な資料として使用すること 

は可能です。 

 
 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～令和元年度版 道徳の礎 p.１０９より抜粋～  

A 主として自分自身に関すること 

「善悪の判断，自律，自由と責任」「正直，誠実」「節度，節制」「個性の伸長」 

「希望と勇気，努力と強い意志」「真理の探究」 

B 主として人との関わりに関すること 

「親切，思いやり」「感謝」「礼儀」「友情，信頼」「相互理解，寛容」 

C 主として集団や社会との関わりに関すること 

｢規則の尊重｣｢公正，公平，社会正義」「勤労，公共の精神」「家族愛，家庭生活の充実」 

「よりよい学校生活，集団生活の充実」「伝統や文化の尊重，国や郷土を愛する態度」 

「国際理解，国際親善」 

D 主として生命や自然，崇高なものとの関わりに関すること 

｢生命の尊さ｣｢自然愛護｣｢感動，畏敬の念｣｢よりよく生きる喜び｣ 

小学校１，２年 １９項目 

小学校３，４年 ２０項目 

小学校５，６年 ２２項目 

中学校 ２２項目 

 

必ず年間指導計画に 

位置付けることが必要 

です。 


